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極
寒
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
思
い
出

富
山
県

黒

川

隆

終
戦
の
詔
勅
、
天
皇
陛
下
の
玉
音
放
送
を
雑
音
ま
じ
り

の
ラ
ジ
オ
で
聞
い
た
所
は
、
黄
海
に
面
し
た
鎮
南
浦
の
飛

行
場
だ
っ
た
。

沖
縄
も
米
軍
に
よ
っ
て
陥
落
し
、
本
土
決
戦
に
備
え

て
、
在
支
第
五
航
軍
の
す
べ
て
が
朝
鮮
半
島
に
集
結
、
昭

和
二
十
（
一
九
四
五
）
年
五
月
二
十
二
日
私
が
属
す
る
第

五
十
六
対
空
無
線
隊
（
隼
一
九
一
五
四
部
隊
、
独
立
中

隊
、
隊
長
越
智
達
郎
大
尉
）
も
中
隊
本
部
を
平
壌
（
ピ
ョ

ン
ヤ
ン
）
に
置
き
、
私
の
分
隊
は
鎮
南
浦
飛
行
場
に
展
開

し
て
い
た
。
私
は
た
ま
た
ま
対
空
無
線
通
信
手
と
し
て
、

敵
艦
に
体
当
た
り
す
る
特
攻
機
と
の
通
信
訓
練
に
明
け
暮

れ
る
毎
日
で
あ
っ
た
。

終
戦
に
よ
り
、
各
飛
行
場
に
展
開
し
て
い
た
各
分
隊

は
、
平
壌
の
中
隊
本
部
（
日
本
人
小
学
校
を
借
り
上
げ
）

に
集
結
。
進
攻
し
て
来
た
ソ
連
兵
の
捕
虜
と
な
り
、
対
空

無
線
機
器
、
九
九
式
歩
兵
銃
等
武
器
を
返
還
、
平
壌
近
郊

の
陸
軍
演
習
場
三
合
里
に
収
容
さ
れ
た
。

三
合
里
で
二
カ
月
余
を
過
ご
し
、
十
一
月
三
日
、
平
壌

駅
か
ら
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、
同
月
五
日
、
日
本
海
に
面
し

た
咸
興
の
港
に
到
着
し
た
。

そ
の
当
時
咸
興
に
は
日
産
化
学
の
大
工
場
が
あ
り
、
ソ

連
兵
の
監
視
指
揮
の
も
と
、
各
種
工
場
施
設
、
港
湾
施
設

を
撤
去
し
、
ソ
連
へ
運
ぶ
た
め
の
解
体
荷
役
作
業
に
「
ダ

ワ
イ
ダ
ワ
イ
」
と
使
役
に
責
め
た
て
ら
れ
る
日
が
、
十
二

月
二
十
四
日
ま
で
続
い
た
。

十
二
月
二
十
五
日
、
七
〜
八
千
ト
ン
級
の
貨
物
船
が
咸

興
の
港
に
接
岸
、
い
よ
い
よ
日
本
へ
ダ
モ
イ
だ
と
一
千
人

の
日
本
兵
捕
虜
が
船
に
積
み
込
ま
れ
、
船
底
は
立
錐
の
余

地
も
な
い
程
で
、
便
所
へ
行
く
の
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態

で
あ
っ
た
。

日
本
ヘ
ダ
モ
イ
と
聞
か
さ
れ
て
い
る
の
に
、
出
港
し
た

船
の
左
側
に
陸
地
が
見
え
、
船
が
北
上
し
て
い
る
の
が
明

ら
か
で
、
そ
の
う
ち
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
を
経
由
し
て
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日
本
へ
帰
る
の
だ
と
の
う
わ
さ
が
流
れ
た
。

昭
和
二
十
年
の
暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ
た
二
十
九
日
、
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
入
港
、
元
日
を
船
中
で
迎
え
、
船
は

一
月
三
日
ま
で
停
泊
し
た
。

そ
の
間
ま
た
使
役
に
駆
り
出
さ
れ
、
積
み
込
ん
だ
荷
物

は
医
薬
品
、
担
架
等
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
は
日
本
へ
帰

る
ど
こ
ろ
か
と
ん
で
も
な
い
危
険
な
所
、
例
え
ば
要
塞
構

築
等
の
た
め
に
連
れ
て
行
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
う

わ
さ
し
き
り
で
、
あ
き
ら
め
の
空
気
が
船
内
を
み
な
ぎ
っ

た
。船

は
一
月
三
日
よ
う
や
く
出
帆
し
た
。
果
た
し
て
船
は

左
手
に
陸
地
を
見
な
が
ら
沿
海
州
を
北
上
し
続
け
、
当
時

極
寒
の
さ
な
か
の
た
め
、
海
は
氷
結
し
て
お
り
、
途
中
か

ら
砕
氷
船
の
後
を
航
行
、
一
月
十
日
氷
上
へ
下
船
、
一
千

人
の
日
本
兵
が
氷
上
約
一
キ
ロ
を
ト
ボ
ト
ボ
と
歩
い
た
。

途
中
若
い
軍
医
の
見
習
い
士
官
が
過
労
と
衰
弱
か
ら
か
氷

上
で
倒
れ
死
亡
し
て
い
る
の
を
横
目
で
見
な
が
ら
上
陸
し

た
。上

陸
し
た
と
こ
ろ
は
、
サ
ハ
リ
ン
対
岸
の
ソ
フ
ガ
ワ

ニ
ー
で
あ
る
こ
と
が
後
程
わ
か
っ
た
。

上
陸
し
て
か
ら
人
員
は
二
百
人
単
位
に
分
断
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
た
ラ
ー
ゲ
リ
に
収
容
さ
れ
、
落
ち
着
く
間
も

な
く
強
制
労
働
に
「
ブ
ィ
ス
ト
リ
、
ダ
バ
イ
ダ
バ
イ
」
と

ソ
連
兵
に
追
い
か
け
ら
れ
る
日
々
が
続
く
こ
と
と
な
る
。

日
の
短
い
シ
ベ
リ
ア
の
冬
、
朝
七
時
過
ぎ
の
薄
暗
い
時

間
、
ラ
ー
ゲ
リ
門
前
で
五
列
に
並
ん
で
点
呼
、
原
始
林
の

山
へ
連
れ
て
行
か
れ
、
マ
ン
ド
リ
ン
の
自
動
小
銃
を
持
っ

た
ソ
連
兵
の
監
視
の
も
と
伐
採
作
業
に
入
っ
た
。

切
れ
な
い
鋸
を
二
人
で
相
向
か
い
に
引
き
合
っ
て
、
直

径
四
十
〜
五
十
セ
ン
チ
の
ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
を
切
り

倒
し
、
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に
玉
切
り
に
し
て
、
数
人
で

綱
を
引
き
な
が
ら
谷
底
へ
転
げ
落
と
す
作
業
が
毎
日
続
い

た
。夏

七
月
に
な
る
と
谷
底
の
氷
が
解
け
て
水
が
流
れ
出
し

て
川
と
な
り
、
自
然
と
材
木
が
流
れ
出
し
、
流
れ
出
し
た

材
木
を
河
口
を
せ
き
止
め
て
集
め
、
製
材
所
へ
運
ぶ
か
、

ま
た
は
船
に
積
み
込
む
作
業
が
夏
季
の
主
な
仕
事
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
夏
季
に
は
道
路
工
事
、
家
の
新
築
工
事
等
に
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も
よ
く
当
て
が
わ
れ
た
。

伐
採
作
業
で
倒
れ
た
木
の
下
に
な
っ
て
死
亡
し
た
兵
も

何
人
か
い
た
。

ラ
ー
ゲ
リ
で
、
隣
に
寝
て
い
て
、
よ
く
話
し
相
手
に

な
っ
て
く
れ
た
大
阪
府
八
尾
市
の
岡
田
上
等
兵
が
朝
起
き

な
い
の
で
、
よ
く
見
る
と
死
亡
し
て
い
た
。
同
室
の
戦
友

三
人
で
ラ
ー
ゲ
リ
の
裏
山
へ
運
び
、
一
日
が
か
り
で
凍
土

を
鉄
棒
で
コ
チ
ン
コ
チ
ン
と
身
体
が
隠
れ
る
程
度
の
穴
を

掘
り
死
体
を
埋
め
た
。
こ
の
作
業
は
ソ
連
兵
の
監
視
も
つ

か
ず
、
ま
こ
と
に
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
で
作
業
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

二
百
人
収
容
さ
れ
て
い
た
私
達
の
ラ
ー
ゲ
リ
で
、
昭
和

二
十
一
年
〜
二
十
二
年
に
か
け
て
約
七
十
人
の
死
亡
者
が

出
て
、
裏
山
は
埋
葬
の
余
地
が
な
く
な
る
程
で
あ
っ
た
。

伐
採
作
業
か
ら
ラ
ー
ゲ
リ
へ
帰
る
途
中
七
人
の
兵
が
衰

弱
と
疲
労
で
倒
れ
死
亡
。
ま
た
、
発
疹
チ
フ
ス
、
赤
痢
等

の
病
気
で
収
容
所
の
医
務
室
へ
入
室
し
た
者
は
ほ
と
ん
ど

不
帰
の
客
と
な
っ
て
、
部
屋
へ
は
戻
っ
て
来
な
か
っ
た
。

一
晩
で
二
十
人
も
死
亡
し
た
と
き
も
あ
っ
た
。

何
と
し
て
も
支
給
さ
れ
る
食
事
が
ま
こ
と
に
劣
悪
で
、

小
さ
な
黒
パ
ン
一
切
れ
と
、
十
粒
程
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス

の
入
っ
た
汁
だ
け
の
食
事
が
何
日
も
続
い
た
。

こ
の
よ
う
な
栄
養
失
調
を
来
た
す
食
事
は
、
ラ
ー
ゲ
リ

を
管
理
す
る
ソ
連
の
将
校
が
日
本
兵
に
支
給
さ
れ
る
糧
秣

を
横
取
り
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

夏
、
道
路
工
事
を
し
て
い
る
と
き
、
近
く
の
民
家
の
窓

か
ら
白
髪
の
老
婆
が
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
イ
ジ
ス
ダ
ー
」

と
手
招
き
し
、
大
き
な
白
パ
ン
を
く
れ
た
と
き
、
人
間
性

を
感
じ
大
変
嬉
し
か
っ
た
こ
と
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。七

月
十
五
日
、
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
ー
駅
か
ら
貨
車
に
乗
せ
ら

れ
、
い
よ
い
よ
日
本
へ
ダ
モ
イ
だ
と
聞
か
さ
れ
た
。
ボ
ル

ノ
イ
（
病
気
）
部
隊
で
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
か
ら
、
早

く
日
本
へ
帰
す
の
だ
と
、
ソ
連
の
将
校
が
話
し
て
い
る
の

を
聞
い
た
。

列
車
は
ガ
タ
ゴ
ト
と
ゆ
っ
く
り
走
り
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

を
経
由
し
て
七
月
二
十
五
日
ナ
ホ
ト
カ
に
到
着
し
た
。

日
本
海
を
目
に
し
た
と
き
は
、
今
度
こ
そ
本
当
に
祖
国
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の
土
を
踏
め
る
と
胸
が
躍
っ
た
。
心
に
も
な
い
ス
タ
ー
リ

ン
万
歳
を
何
回
と
も
な
く
唱
え
て
船
を
待
っ
た
。

七
月
三
十
一
日
入
港
し
て
来
た
引
揚
船
恵
山
丸
に
乗
船

し
た
。
日
本
海
は
波
静
か
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
八
月
三
日
、
舞
鶴
に
上
陸
、
懐
か
し
の

祖
国
の
土
を
踏
み
、
米
兵
の
取
調
べ
と
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
消
毒
を

受
け
た
後
、
帰
郷
の
車
中
の
人
と
な
っ
た
。

北
陸
線
小
杉
駅
ホ
ー
ム
に
老
母
を
は
じ
め
家
族
一
同
が

迎
え
に
き
て
い
た
。
そ
の
中
に
妹
芳
子
の
顔
が
見
え
な
い

の
で
尋
ね
る
と
、
母
が
ど
っ
と
泣
き
崩
れ
た
姿
が
今
で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
。
妹
は
富
山
郵
便
局
電
信
課
に
勤
務
、
昭

和
二
十
年
八
月
二
日
未
明
の
富
山
大
空
襲
で
当
日
夜
勤
で

あ
っ
た
た
め
殉
職
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

終
戦
後
半
世
紀
が
た
っ
た
今
日
、
戦
争
を
知
ら
な
い
人

が
七
割
い
る
時
代
に
、
戦
争
の
悲
惨
な
体
験
を
語
り
継
ぐ

事
こ
そ
重
要
な
こ
と
と
思
い
筆
を
取
り
ま
し
た
。

以
上

注
釈

※
ダ
ワ
イ
ダ
ワ
イ

早
く
や
れ
と
攻
め
た
て
る
言
葉

※
ダ
モ
イ

帰
る

※
ラ
ー
ゲ
リ

収
容
所

※
ブ
ィ
ス
ト
リ
ダ
バ
イ

早
く
や
れ
と
い
う
意
味
の
言
葉

※
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
イ
ジ
ス
ダ
ー

こ
ち
ら
へ
早
く
来
な

さ
い
と
い
う
言
葉

軍
歴
書陸

軍
上
等
兵

黒
川

隆

大
正
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
生

昭
和
十
九
年
八
月
一
日

現
役
兵
と
し
て
第
一
航
測
連

隊
（
中
部
第
一
三
〇
部
隊
）

へ
入
営
、
第
三
中
隊
へ
入
隊

陸
軍
二
等
兵

十
四
日

航
測
無
線
修
業
を
命
ず

二
十
八
日

第
二
中
隊
に
編
入
を
命
ず

二
十
年
二
月
十
日

陸
軍
一
等
兵

三
月
三
日

第
五
六
対
空
無
線
隊
（
隼
一

九
一
五
四
部
隊
）
へ
転
属

浜
松
出
発
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四
日

門
司
着

七
日

門
司
出
帆

八
日

釜
山
上
陸

十
二
日

鮮
満
国
境
（
安
東
）
通
過

十
四
日

満
支
国
境
（
山
海
関
）
通
過

十
五
日

済
南
到
着
翌
日
よ
り
同
地
駐

屯

五
月
十
七
日

部
隊
転
進
の
た
め
済
南
出
発

二
十
日

満
支
国
境
（
山
海
関
）
通
過

二
十
二
日

鮮
満
国
境
（
安
東
）
通
過

二
十
二
日

平
壌
到
着
翌
日
よ
り
同
地

駐
屯

八
月
一
日

陸
軍
上
等
兵

十
一
月
三
日

平
壌
出
発

五
日

咸
興
到
着

十
二
月
二
十
五
日

咸
興
出
帆

二
十
九
日

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
到

着

二
十
一
年
一
月
三
日

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
出
帆

十
日

ソ
フ
ガ
ワ
ニ
ー
上
陸

二
十
二
年
七
月
十
五
日

ソ
フ
ガ
ワ
ニ
ー
出
発

二
十
五
日

ナ
ホ
ト
カ
到
着

三
十
一
日

ナ
ホ
ト
カ
出
帆

八
月
三
日

舞
鶴
上
陸

十
日

復
員

除
隊

以
上

【
執
筆
者
の
紹
介
】

元
職

陸
軍
上
等
兵

氏
は
厳
父
佐
吉
氏
と
母
堂
ま
つ
え
さ
ん
夫
妻
の
五
人
姉

弟
妹
の
長
男
に
生
ま
れ
、
昭
和
十
二
年
郷
校
卒
業
後
、
富

山
県
立
小
杉
農
学
校
に
進
学
し
た
が
、
思
う
と
こ
ろ
あ
っ

て
十
月
一
日
よ
り
名
古
屋
逓
信
講
習
所
金
沢
支
所
普
通
科

に
入
学
、
昭
和
十
三
年
卒
業
し
た
。
同
時
に
新
湊
郵
便
局

へ
配
属
と
な
っ
た
。

昭
和
十
六
年
厳
父
が
心
不
全
で
急
死
す
る
と
い
う
不
幸

に
見
舞
わ
れ
た
が
、
氏
は
気
持
ち
を
確
か
に
し
て
、
予
定

ど
お
り
名
古
屋
逓
信
講
習
所
高
等
科
に
入
学
し
た
。
翌
十

七
年
富
山
郵
便
局
電
信
課
に
配
属
と
な
っ
た
。

131



 

V
02D

00 L
:H
E
SI1511 132 89/03/07/15:47:43 H

E
SI1511 bun p1-162

徴
兵
検
査
に
甲
種
合
格
し
た
氏
は
、
昭
和
十
九
年
八
月

一
日
現
役
召
集
で
、
浜
松
第
一
航
測
連
隊
中
部
第
一
三
〇

部
隊
に
入
隊
し
た
。
昭
和
二
十
年
三
月
対
空
無
線
隊
に
配

属
と
な
り
、
釜
山
を
経
由
、
北
支
済
南
に
派
遣
さ
れ
た
。

そ
の
後
部
隊
は
本
土
決
戦
に
備
え
平
壌
に
移
動
。
氏
の
属

す
る
部
隊
は
黄
海
鎮
南
浦
で
軍
務
に
就
い
た
。
も
ち
ろ
ん

氏
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
が
、
同
年
八
月
二
日
富
山
は
米

機
の
大
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
、
妹
芳
子
さ
ん
は
富
山
郵
便
局

で
殉
職
し
た
。

部
隊
は
、
八
月
十
五
日
、
終
戦
に
よ
り
、
平
壌
で
ソ
連

軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
。
同
年
十
一
月
三
日
、
日
本
海
に
面

し
た
咸
興
に
到
着
、
十
二
月
二
十
五
日
ダ
モ
イ
の
声
を
真

に
受
け
て
到
着
し
た
港
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
あ
っ

た
。
北
緯
五
〇
度
線
の
カ
ラ
フ
ト
の
対
岸
ソ
フ
ガ
ワ
ニ
ー

に
連
れ
ら
れ
、
抑
留
生
活
が
始
ま
っ
た
。
カ
ラ
マ
ツ
や
ト

ド
マ
ツ
等
の
原
始
林
の
伐
採
の
重
労
働
、
食
糧
不
足
、
栄

養
失
調
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
な
ど
に
よ
り
、
召
集
兵
の
ほ

と
ん
ど
は
、
こ
の
厳
寒
の
地
に
あ
た
ら
命
を
落
と
し
た
。

仲
間
で
よ
う
や
く
身
体
が
隠
れ
る
位
の
穴
を
一
日
掛
か
り

で
掘
り
、
墓
標
を
建
て
る
こ
と
も
で
き
ず
、
戦
友
を
葬
っ

た
。昭

和
二
十
二
年
七
月
二
十
一
日
ナ
ホ
ト
カ
を
出
航
、
八

月
三
日
夢
に
ま
で
見
た
舞
鶴
港
に
生
き
て
祖
国
の
土
を
踏

ん
だ
。
小
杉
駅
で
妹
の
顔
が
見
え
な
い
の
に
気
づ
い
た
氏

は
、
母
堂
に
尋
ね
る
と
、
ど
っ
と
泣
き
崩
れ
た
姿
を
今
で

も
忘
れ
な
い
、
と
い
う
。

氏
は
復
員
し
た
年
の
十
月
、
富
山
郵
便
局
に
復
職
、
翌

二
十
三
年
輝
子
さ
ん
と
結
婚
し
た
。
輝
子
夫
人
は
氏
の
母

堂
に
よ
く
仕
え
、
二
女
を
立
派
に
育
て
あ
げ
、
氏
を
内
側

か
ら
支
え
、
内
助
を
尽
く
し
た
。
氏
は
い
っ
そ
う
業
務
に

精
励
、
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
。
各
電
報
電
話
局
の
庶
務
課

長
、
労
務
厚
生
課
長
、
運
用
部
長
、
局
次
長
を
務
め
、
朝

日
電
報
電
話
局
長
を
全
う
し
勇
退
し
た
。
平
成
二
年
、
シ

ベ
リ
ア
の
労
苦
に
対
し
総
理
大
臣
銀
杯
が
授
与
さ
れ
た
。

金
婚
式
も
済
み
、
悠
悠
自
適
で
あ
る
。

（
富
山
県

山
田

秀
三
）
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